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I2O2 3年度J ECK総会開催(2023.04.22)

4月23日に、 2023年度JECK総会をJICA横浜センター・セミナールーム(いちょう・やまゆり)で開催した。

出席者q名、賛否回答書提出1 8名、計27名が参加した。　提案された第I号議案　2022年度事業報告、第2号議案　2022年度

し支決算報告、 2022年度監査報告、第3号議案2023年度事業計画、第4号議案　2023年度収支予算、第5号議案　2023年度

と員改選のすべての議案が承認された。

若林理事長挨拶 会場風景

I横浜市関連部門、関連団体への広報、調査、情報交換のための訪問及び面談

横浜市民協働推進センター(2023.05.18) ,横浜NGOネットワーク(YNN) (2023.07.20).横浜国際交流協会(YOKE) (2023.08. 10) ,横

面政策局政策総務課(2023.Oq.20)等を訪問し、 JECKの紹介、組織基盤強化、若者の関心分野、各穣助成金についての情報、多文化共生

:テーマとする団体、国際交流ラウンジに関する情報、横浜市の在留外国人の現状、文化共生事業等について調査、面談、情報収集を行っ

12023年度J ECK夏季フォーラム「エクアドルの食卓」開催(2023.08.26)

2023年度夏季フォーラム「エクアドルの食卓」を、 8月26日に久し振りに対面方式により横浜市技能文化会館で開催した。

今回は、 Emi Susclnaさん講師として招き、エクアドル料理の調理実習、および調理されたエクアドル料理を賞味しながら、懇親会を開く

:いう新趣向で開催し、英会話教室会員4名を含むi 5名が参加した。

憤れぬ手つきで海老の皮むきに苦闘する会員、手慣れた手つきで玉ねぎを薄切りスライスする会員、英会話教室の女性会員の協力もあ
I、にぎやかに調理が進んだ。ひき肉のバナナ巻きは、ローストまではうまくいったが、切り分ける段階で崩れて大騒ぎ・・調理した料理
■賞味しながらの懇親会では、エクアドルの食材、エクアドル料理の食べ方(海老のセビーチェにボソプコーンをトッピングして漬け汁を

亡べる)等話題が広がっていった。

S立命館大学スタディツアー(2023.Oq.04へ08)

と0 2 3年JECK会員の立命館大学・黒川教授が指導される「日本企業研究」の
一端として、同大学生の京浜地区スタディツアーが実施された。 JECKは、訪問

己の選定・手配・ツアーへのアテンド等で協力した。

学生は、今回のツアーにより、企業.機関、施設、設備、団体等の実務活
握自分の目で見て、 「何か」を感じ取ったようである。今回の体験が、学生
)向学心を刺激し、専攻分野への応用、将来の就職先選定の」参考になること

と期待している。

訪問先:キングスカイフロント(iCONM、川崎市健康安全研究所) 、レゾ
トック、東芝未来科学館、金沢水再生センター、大黒ふ頭、本牧ふ頭、カップ

Z一ドルミュージアム、 JICA横浜・海外移住資料館、三菱みなとみらい博物

官、横浜税関



今年の3月に文教大学を定年退職しました。私は2004年以

前、 OECF/JBIC (現JICA)に勤務しており、大学でも国際協

力を教育と研究の中心にしてきましたが、 SDGsが国際的な

目標となる前から、人間社会の持続性について特に重点を置
いていました。ご存じのようにごiq72年にローマ・クラブ
「人類の危機に関するプロジェクト」で、 「看%0年の人口増

加率と経済成長率が継続した場合、 IOO年以内に,食糧不

足,資源の枯渇,環境汚染によって破局的結果がもたらされ
る指摘したことを機に、 「成長の限界」への認識が広がり、

現在では人間社会の持続性が国際目標になっています。持続

性に関しては、エネルギー・資源の物理的な供給制約(イン
プット) 、と地球の環境制約(アウトプット)の両面が人間

社会の維持に向けた脅威として特に議論されていますが、基

本的には同じ問題です。私は、インプット面に焦点を当てて

きています。

資源量に限界があることについては争う余地がありませ
ん。半世紀以上前から石油の可採年数は30へ40年と言われ続

けています。石油、ガスが不足するという予測を市場参加者

が持てば価格は上昇し、この結果石油、ガスの開発が進みま

す。しかし開発が進んで生産が増えると価格が低下し、開発
がペイしなくなるので停汚します。しばらくすると供給が

減ってきて、再び価格は上昇します。これを繰り返した結

果、いつまでたっても石油の可採年数は30へ50年で変ってい

ません。シェールガスなどの非在来型の化石燃料の開発と実

用化も進んでおり、 250年以上の可採埋蔵量があるという推

計もありますが、開発が進むかどうかは石油、ガスの価格次

第です。しかし、石油も天然ガスも、地球と言う「容器」の

中に閉じ込められており、地球の容積以上には存在しないの

で　いずれかは枯渇します。問題はそのプロセスです。

もし石油をはじめとする化石燃料の価格が長期間で緩やか
に上昇していけば　その間に代替や効率化への投資が行われ

ていき、この間に大量生産、大量消費社会から転換していく

ことも可能になるでしょう。しかし、短期間での調整が余儀

なくされた場合には、混乱や無秩序が先行し、世界各国が資

源確保のためのなりふり構わない行動に出てくる恐れがあり
ます。それは現在国際協力や国際協調が危機にさらされてい

る状況から見て大いにありうろことです。これが私のいうグ

レート・クラッシュです。大国が資源確保の行動に走りはじ

めることは地域紛争さらには全面戦争のi)スクを大きくしま

す。

もうI3年前になりますが、 20iO年6月に北海道大学で開催

された国際開発学会大会の全体セッションで私は、 「開

発・発展」の訳語を充てているDeveiopmen†の反対概念とし

てEnvelopmen†を考えるべきだと発言しました。その時は
「突拍子もないことを言うと失笑を買ったようですが、その

後これに関連した論文「 「開発の終焉(DeveIopmen†から

EnveIopmen†へ) 」を東京大学の東洋文化という学術誌に掲

載していただくことができました。この論文では「拡大」で
はなく「縮小」に向き合うべきであるということを主張する

と同時に、縮小に

ポジティブな意味

を与えようと試み

ました。

Developmen†

は、本来は拡げ

ろ、展開するとい

う意味で、その反

対語enve l opmen†

は折りたたむとい

う意味です。紙を

折りたたんで入れ
るものが封筒

enveIopです。拡

大、拡張という発

学生と一緒に訪問したミャンマー・シャン州の 

農村の民家。最低限のものしかないが、室内は常 

に片付いていて清潔。多くの学生たちが「ものが 

あふれている私たちよりも豊かだ」という印象を 

語っている。 
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展よりも無秩序なものに秩序を与えるという方向性に価値を

見出し、それにEnvelopmen†という言葉を与えてみました。

近代社会は「拡大」を前提にしたシステムしか知りませ
ん。拡大することによって生じた「過剰」にメスを入れるこ

とが必要です。過剰によって生じた環境汚染や社会的問題に

対処して一つ一つ問題を折りたたんでいくこと、これらの問

題が整理されて減っていく、片付いていく、そこに進歩を見

出すことができます。これは今ある市場のシステムや企業の

仕組みなどを大きく変えることなく対応可能であるというの

がもう-つのポイントです。人々の好みや意識に変化が加わ

れば実現は可能です。既に「ミニマi)スト」志向が強くな

り、シェアリング経済が具体的に動き出しています。

もう一つの注目すべき変化は人口動態の変化です。日本や

先進国では既に人口が頭打ちです。中国でも昨年はじめて人
口が減少に転じました。国連の人口推計でも、 2i世紀に半ば

には世界全体で人口のピークを迎えると予測されています。

日本の現在の人口再生産率は0.64前後ですが、このペース

が続けば4世代後には人口は現在のI/4、江戸時代のレベル

に近い4000万人くらいになります。 6世代後には室町時代に

相当するI200万人程度になります。世界全体が日本と同じよ

うな人口減少過程に入れば、 4へ6世代あるいはIOO年へ200年

で「産業革命前」の人口水準にまで減少します。図は、 2050

年に世界人口がiOO億人のピークに達したのち、一世代ごと

に再生産率がIから0.65まで徐々に低下するという予測を示

します。

世界の総人口・実績と予測(右軸億人)横軸西暦

1973年まではMaddison (20Ol)
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これは資源供給や環境保護の面では大きなプラスになりま

す。　もちろん、この反面、人口減少過程をマネッジするこ

とは難しい課題です。人手不足から始まり、コミュニティー

の崩壊、都市へのさらなる集中と地域間格差の拡大(グロー
バル・アーバンとグローバル・ルーラルの対立) 、年金も含

めた財政の困難など、多くの困難な課題に直面します。日本

はこの意味で「課題最先進国」です。健康寿命を延ばしてい

かに依存人口を減らしていくか、 A工などのカを借りていかに

社会の機能を維持するか、究極的には、社会・経済全体で過

剰をそぎ落として、本質的に必要なものをいかに残していく

か。大変ですが、考え方によってはいくらでも工夫する余地

がある、やりがいがある社会的挑戦になると思います。これ

がEnvelopmen†です。今、私は70歳ですが、少しでも健康に

長生きして、社会の力であり続けるともに、ポジティブな変

化を見ていきたいと思います。

*2023年度J[CK創立記念後援会の講演内容を、整理して再編集した。

**　はやし・かおる　個人コンサルタント　元文教大学教授JECK

会員　専門分野:国際開発学、公共政策学、評価学　フィールド:

ミャンマー、インド、ネパールなど



昭和3 〇年代後半、縁あって水処理企業の研究所へ入社
し、現役時代国内外で「生活の水、遊びの水、産業の水」と多

岐にわたり、水問題・課題と取り組み、 40有余年、水と向
かいあう『ときめき』を求めて過ごしてきた。そして、これ

からも水との出会いや『ときめき』のバ‡を何時までも持ち続

け、 「水分野」の国際技術協力・技術支援で現在まで培ってき
た水の技術を生かせる機会があれば貢献を続けたいと思うの

である。

*開発途上国への技術支援

日本は多くの開発途上国へ毎年多額のお金をODAという名目

で支援している。 I 〇年程前になるが、ある朝の「国際協力

のあり方」に関する丁Vの対談番組で国際協力に詳しいコメ

ンテーターが「日本は巨額の資金を施設・建物・道路・橋といっ

た形骸物で支援・援助することが多く、プロジェクト完了後

のフォローが不十分である。 」とコメントしていた。　これ

に対しヨーロッパ勢、特にドイツやフランスは水道施設建設

後の水道事業を相手国の人々と一緒になって運営・管理し、

良い成果を上げている状況を説明していた。これは、この分

野における我が国の国際協力・支援の今後の課題かもしれな
い。国際社会における日本の役割は『人・物・金を出す、人

も派遣する。一緒になって責任も取る、アジア諸国との人的

交流をより一層深める、そういう日本に変身しなければ世界

から信頼される国とはなれない、とある政治家のコメントが

あり、大変共感を覚えたのである。

又、ある日の時事放談のラジオ番組で大変興味深い開発途
上国への技術支援の在り方について論じられていた。日本は

世界でトップクラスの技術と実績で技術者を育ててきた、こ

のコメントは大変興味深い。しかし、今団塊の世代が大量に

引退する、この中には日本の水分野の[宝二有能な技術屋]

が大勢いると考える時、アジア地域で貢献する「水マーケッ

ト」の開発・開拓を積極的に実施すべきだと力説されてい

た。このことは、東南アジア諸国へ新しい試みとして上下水

道施設を提供し、施設の管理運営・料金徴収まで一貫して現地
の人々と共同作業をする事により、国際競争力が高められ、

新しい国際協力のステージ創りに成るのではなかろうかと話

を結んでいた。

過去に東南アジアの国々で下水道の技術指導やO DAプロ

ジェクトへ参画した経験や水処理技術屋としての自負から、

この話題は大変共感を抱くのである。この様な支援の試みを

官民一体となって、企画から建設、運営管理まで一貫して技

術援助・技術支援が実施できれば、双方の技術屋同士の密なコ
ミュニケーションが計られ、同時に人的交流や技術の伝承が

可能となるのではなかろうか。数年前のことであるが、日本
の商社が独自に東南アジアのある国で、浄水から給水、料金

徴収まで一貫した水事業に着手したと報じられていた。ヨー
ロッパ勢と競い合い、そして日本流のきめ細かいサービス

(ソフト・ハード両面)による水事業の発展を願い、期待し

たいのである。

この様に、開発途上国への技術支援への心を一層高揚する

動機付けは、古い話題となるが下水道事業団試験研修本部の
要請を受けて、フイi)ピン・マニラ首都圏上下水道庁

(MWSS)ケソン市、フィルアム下水処理場における看カ年間

の回転円板法による下水処理現場実験の技術支援の為、現地

に赴いたことに端を発する。

この現場実験を通して触れ

合った現地の人々から、肌で

宗教・政治・国民性などが異
なる開発途上国への技術支援
の在り方を体験したのだっ

た。この実験の成果を当時の

MWSSが評価し、数年の後に、

バギオ市のオキシデーション

ディッチ法の下水処理場建設
のODAプロジェクトとして発展したのである。

3

しかし、建設後の施設の運転維括管理に関し、前述の丁V対談の様

子で指摘されていたように、施設完成後は現地任せとなり、運転指

導・運営管理・維持管理等の面での継続した支援がやや不十分だっ
たと顧みている。その後、バングラ

デシュ、インドネシアの同様なODAプ

ロジェクトや、多くの東南アジア諸

国の上下水道の実情調査等に参画
し、それぞれのプロジェクトの特性

があったにしろ、開発途上国への技

術援助・技術支援の在り方に関し,
ヨーロッパ勢に負けない我国な

りの水分野の総合的な援助の在　豊鵠‡諜誤認年】
り方に、人的支援を含め強く関
心を抱く理由でもある。

*限られた水資源、日本の水道技術
「水の惑星」といわれる地球。しかし地球上に存在する水の量は

限られ、そのq7.5%は海水で、淡水は2.5%、人間が生活に利用で

きる水の量は限られ、 0.Oi%程度にすぎず、水は循環している生き

物である。生活排水や工場廃水は処理されて河/ilや海に放流され、

再び蒸発した水が降雨水となって、浄水場を経て生活用水となり循

環しているのである。世界を見渡すと、安全な水を飲めない人口は
8人にI人、 q億人に近い。地球温暖化や、 2025年には人口8

3億人と予測され水不足が起こるだろうといわれている。今後、世

界規模で将来に向かっての水不足が深刻化し活発になるといわれて
いる。水がますます貴重な『資源』になるにつれ、水を奪い合う戦

争が起こりかねないと危機感を提言する有識者もいる。更に、人口

増や地球温暖化等に伴う昨今の大字魅や大雨洪水の話題が多くな
り、地域的な水循環環境に異変が起きているように感じている。

いち早く、生活用水の大半をマレーシアからの輸入に頼っている

シンガポールでは、下水処理水をさらに高度処理して新生水として

再生し、 2○○3年から主に工業用水に利用し、その量はシンガ

ポールで消費される水全体量のI5%に達しているという。さらに

は、新生水(NEWa†er)の一部は既に家庭の水道水として利用され

ている。この様に、下水処理水を新生水として蘇らせている技術、

そこには水を浄化する最も高度な「逆浸透(RO)膜」の技術が礎に

なっており、日本の膜メーカーはこの分野で世界市場の約60%を占

めていると報じられている。そして、純な日本の水道技術が沖縄や

福岡市で　逆浸透膜を利用した海水淡水化装置で日量約50,000トン

の飲料水を生産している。こんな日本の高度な水道技術から生まれ

る日本の水道水は世界でも安全で美味しい水といわれる所以でもあ

る。ドイツのシーメンス社が開発した画期的ともいえる中空糸膜

(MF)を用いた電機・動力を要しない、 Im足らずの重力の落差

だけで汚れて飲めない水から飲料水を作る浄水器が、東南アジアの

災害地や水質に恵まれない開発途上国等で沢山活躍しており、開発

途上国の上水道施設がない集落や、山村の過疎地での更なる活用が
大いに期待されている。

話題は自己の回顧録となるが、若いころからの夢だった海外企業

で働くことを叶えるため、日本の「水」専門企業を早期退職して、
「水」関連のカナダ企業へ縁あって転職したのである。会社は数

IOO人の社員からなり、約I5か国からの出身技術者と異なる言語が

飛び交う日々の会社風土の中で業務を遂行し、

会社生活は公私が明確で楽しく過ごせたのは幸
いだった。しかし、移民局の外国人技術者の長

期就労ビザの延長が認められず会社生活約4か

年間でやむなく帰回したのだった。現在でもこ
のような世界規模での水資源の問題・課題との

取り組みを顧みる時、生涯現役を目指し海外技

術支援活動に情熱を保ちつつ、もてる「水」の

技術を発展途上国の若い技術者達に機会があれ
ば伝授したい思いに余念がないのであ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カネットで農示章置力"動力不要「精密

ろ過膿弐浄水場圃各M惟NS(独製)

霧鵠豊麗::窮輩弼葬墾



当初、黒川先生から提示された見学候補先の日程案を

見て、先方の都合に合わせて日程調整をすればよいのか
なと気軽に引き受けた見学依頼の事務ですが、予想を大

きく越えて難渋することになりました。見学候補先の一

つ一つに電話やメールでコンタクトを取っていきました

が工場見学を受け入れてくれる企業は皆無だったので

す。コロナ禍の下で工場見学受入れを中断した企業の多

くが、受入れを全面的に再開する目途を立てていなかっ

たのです。次善の策としてウェブサイトで工場見学の実

績のある企業を探し出すなどして、これらの企業にコン

タクトを取っていきましたが、工場見学を快諾してくれ

た企業は(株)レゾナックi社のみでした。 「日本企業

研究」という授業の一環としてのスタディツアーです

が、黒川先生に相談して公的機関を見学先に含めること

としました。こうして何とか全日程を組むことができた

のです。

多くの企業にコンタクトして結果的に断られたもの

の、紋切型に工場見学を断ってきた企業はなく、先方の

千差万別な対応を通して個々の企業に対する貴重な考察
を得ました。例えば、学生が訪れたいとしていた食品会

社の多くはインターネットでの工場見学の団体予約を受

け付けています。しかしいずれの企業も、小学校から高

校までの学校と、一般見学者とを区別していて大学生は
一般見学者としてしか受け付けてもらえません。また、

学校団体は受け付けるが一般見学者は7名まで(森永製

菓)とか、小学校の団体のみ工場見学を再開した(味の

素)とか、明らかに一般見学者よりも低学年の児童を優

先して工場見学を実施している様子が窺われました。こ

れは食品会社の工場見学実施の目的が顧客を増やすこと
にあり、ターゲットが自社製品をより長期にわたり購入

してくれる子供に置かれているためだと考えられます。

また、工場見学受付担当者に見学者が大学生だと話し

たら、本社に「お伺いを立てた」企業がありましたが、

他の多くの企業も大学生については顧客というよりも潜

在的な社員候補と見なしている様子が窺えました。それ
にしても、コロナ禍の影響はあるとはいえ、これらの企

業が大学生の工場見学に積極性を持って対応しようとし
なかったのは、恐らく企業は人材獲得手段としてイン

ターンシップを重視しているためではないかと思いま

す。工場見学で学生に自社をアピールするよりも自主的
にインターンシップに応募してくる学生を観察する方

社に必要な人材を獲得する上ではるかに効率的で

業の行動原理は効率性(の追求による利潤最大

一方、

企業への

工場見学

依頼がと
てつもな

く難渋し

たのに対

キングスカイフロントより対岸の羽田空港を望む

4

し、公的機関への見学申し込みは驚くほどスムーズに行

うことができました。公的機関は税金で運営されている

からという見方もありますが、公的組織の行動原理は公

平性(の追求による国民の福利増大)にあるからだと思
います。見学者が児童でも大学生でも老齢者でも恐らく

対応は変わらないでしょう。政府や自治体の職員採用は
公務員試験に則り公平に行われます。民は効率性を追求

し官は公平性を追求するという概念は頭の中では理解し
ていましたが、今回の見学依頼を通して身をもって実感

することができました。

横浜税関

こうして学生が当初望んでいたのとは全く異なる日程と

なってしまったのですが、見学終了後の学生の報告を聞

いていると、今回のスタディツアーへの参加をそれなり

に有意義であったと感じてくれたようであり安堵しまし

た。特に、見学初日の川崎市のキングスカイフロントへ

の訪問を評価してくれた学生がいたのはうれしかったで

す。キングスカイフロントは官民一体となってヘルスケ

ア産業でのイノベーションを目指しています。現代が知

識社会と言われるようになって久しいですが、経済学で
は、知識は非競合性と非排除性を持った公共財(空気と

同じで無料で無限に消費できる財のこと)と定義されま

す。ヘルスケア関連の研究施設を意図的に一カ所に集積

させることによりヘルスケア産業に関連した最新の知識

や情報が波及しやすい環境をつくり、経済的取引を通じ

てではなく、様々な専門性を持った人々の交流を通じ

て、新たな知の発見や技術革新を引き起こすこと(これ

をマーシャルの外部経済効果といいます)を目的として

います。日本版シi)コンパレーの発想です。

なお、 q月から一部の施設の操業を止(と)めると聞

いて見学を断念したJFEスチールでしたが、スタディツ

アー後の翌週のニュースで高炉の操業を止(や)めたこ

とを知りました。跡地は、将来日本の一大水素供給基地

になるとのこと。京浜工業地帯が未来に向けて大きく変

化し続けていることを改めて実感しました。

*うちだ・かつみJECK副理事長　専門分野　国際協力

専門分野:国際協力　JICA任地:トルコ、パキスタン、
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とによって、その偉大

では、ロケット技術、しんか

横浜税関

についての理解
のS†udyTou「で、

今回は、期

技術館

きたようだ。
動の柱の一つ

立ってい

アーとして、大好評で
さらには、横浜川崎ヽ.　‾ノ　▼’-　▼くトヽ　.iタも′アマ′“ii“‾Iti　⊂..

くない、と思えるように
せずして、都市としての
次回は、他大学にも参加
として、さらに充実させ

*くろかわ・きよと　立命館大学経済学部教授」ECKi理事

専門分野:開発経済学、農業経済学、地域経済振興、防災、環境保全、 」ICA任地

中国、英国

銭上の補償を

エールを作成
られない。
める。人間の

重BMと

砂漠からリアド台地へ上るキャラバンロード

決めたので、私が悪いのて主よな
ラ)、気にするな(M:マレシ)」
される。
で、 「この製品はクレームを受

ブ_　′　.′、　-}　l_ I」〇　五正喜● 、 .′.ヾ ・プ　_ミ　1ノ

そんなことは無いだろうと
いう。 CIoimというのは、金

は難航を極めたが、 JECKの尽力
強になったスタディツアーと
にその概略を紹介したい。
フロントは、ライフサイエンス

工場、公共
響で、訪問
り、大変学

して
セン

ロナの検体検査など24時間の監視を
行っている。

鴻鵠鰯詣三㍍認諾
浄化した水にはグッピーや鯉も　　東芝未来科学館

ヌードルミュージアムでは、安藤百福の創造的

JECK会報第I号へ=号に「任国あんなこと、こんなこ
と」というタイトルで、任地の文化、宗教、習慣、料理等
を記述した人気コラムが有った。ホームページ上に掲載さ
れているので一読をお勧めする。このひそみに倣い気の付
くままにこの一文を作成した。

●現役時代に、京都の印刷会社に新製品のプレゼンをし

きなかった。狭い
世界では…著者の
してみる

たから、注文量が増えた。それなら品
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)

ば、生産効率が上がり、コスト軽減に
ているだろう。
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こんにちは、私の名前はチューク・ボメイです。カ

ンボジアから来ました。現在、アジア開発銀行日本奨

学金プログラム(ADB-JSP)の奨学生として、名古屋大

学大学院国際開発研究科蒋遂

(GS重D)の修士課程で学

んでいます。名古屋に来

たのは2022年5月i5日

で、もうl年以上経ちま

した。以前、日本を訪

れたことはありました

が、ここに住んで、私は

さらに多くのことを学ぶことが
富士山頂ハイキング

できました。

何よりもまず、私を魅了したのは、日本社会が敬意
と礼儀正しさを非常に重

視していることです。

人々がお互いに思いやり

を持ち、敬意と礼儀正し

さを大切にする環境の中

で募らせています。周囲

の人々に対する独特の敬

意は、時には畏敬の念を

夏期研修　　　　　すら抱かせます。

日本の評判については、以前から少し知っていたの

で、私にとってまったく新しいことではありませんで

したが、ここに住んで直接経験したことは本当に印象

的でした。たとえば、礼儀正しさや文化は、お客様の
ニーズを事前に予測し、満足させようと努める「おも

てなし」の精神に顕著に表れています。さらに、公共

交通機関などの日常的な場面でも、人々が静かに話し
たり、過ごしたりする思

いやりのしぐさは、他者

への敬意、配慮の表れで

あることに気づきまし

た。

さらに、日本に住んで

いると治安が良くてとて

も安心です。この安IC感

は旅行や移動の時も同じ

です。県内はもちろん、

鎌倉大仏　久米さん、ウドン君と共に

他県との間の交通網も充実し
ており、最先端の技術で安全性と定時性が確保されて

いるので、とても便利です。また、安全性に関して言

えば、大学での勉強が忙しく、遅くまでキャンパスに

残る時、一人で歩いて帰宅することも平気です。ある

舘募
資料請籍鶉練岩切会員…0円卓

時、カンボジアに住む友人が電話やSNSで私に連絡を取

ろうとしましたが、どうしてもできないことがありま

した。その時、友人は私が住んでいる昭和区の警察署

に直接電話して安否を確認しようとしました。する

と、その夜遅く、その警察署から私に電話があり、カ

ンポジアにいる友人が

連絡が取れず心配して
いると伝えてくれまし

た。日本の警察がいか

に自分の職務に献身的

に取り組んでいるか、

そして私の安全をいか

に真筆に考えてくれて

いるかを知ることが出

来ました。

図書館にて

ゼミの様子

日本での生活にはいくつかの課題

もあります。特に言語の壁が挙げら

れます。大学では英語を使って他の

学生と不自由なくコミュニケーショ

ンをとっています。一方、旅行する

ときは、現地の人々と交流して日本

の文化や考え方を学ぼうと思い英語

で話しかけますが、ほとんどの日本

の人々に、私の英語を理解してもら

えませんでした。言語の問題で、旅

行中経験できることが限られてしま

うのは残念なので、日本語を勉強しようとの意欲が湧

き、勉強を始めています。次回旅行するときは、日本

語を使って現地の人々とコミュニケーションがとれる

ようになりたいと思っています。深い会話ではないで

すが、彼らの言語で挨拶するだけで、伝わるもの、得
られるものがあると思っています。

全体として、このI年間の日本での私の経験は素晴

らしいものでした。人々が思いやりと敬意を持って、

美しく安全な国で生活し
ていることを感じていま

す。そして、充実した安

全な交通網、交通システ
ムのおかげで、さまざま

な場所へ簡単に旅行し、

多くの経験をすることが

巧酵∴三

できています。課題もあ　‾船上から名古屋港見学

りますが、それらは貴重な教訓となり、私の日本での

経験を更に意味ある前向きなものにしてくれていま

す。

*　ポメイさんの英文レポートをJECK会員久米秀俊氏

が和訳した。
* *Chhoeu「k Bomey

カンボジア国バンテアイミェンチェイ州出身

編集後記 

ローマ会議の延長上lこSDGsがあると思うが、これを論じた評論は無い。林さんの投稿でこれに触れていたのでわが意を得た気がした。水 

資源と援助の在り方について論じた田等さんの報文には共感者も多いだろう。今回初めて参画した立命館大学のスタディツアーについては、 
内田さんが訪問先選定の苦心談にとどまらず、官民対応の差から、民は効率性を、官は公平性を追求するという鋭い考察をしている。学生の 
アンケート結果も興味深い。久米会員を通じて、広島大学のウドンさんに続いて、名古屋大学のポメイさんの投稿があった。専門家当時の師 

弟関係が、現在まで続いている。理想的なアフターケアである。 

【発行】2023.10,0「【発行者】NPO法人JECK【編集委員会】若林敏雄(発行責任者)大平一昭　小泉由紀子 

【事務局】横浜市中区新港2-3-1JICA横浜センター3FURL:http//www,jeck.jp　EMail:info@jeck,jp 
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